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主催：国立がん研究センター 希少がんセンター・希少がん中央機関

第80回
肛門管扁平上皮がんに対する新たな治療戦略 

5月24日に希少がんコミュニティオープンデーを開催するにあたり、北海道地方（
北海道大学）、九州地方（九州大学）における地域で希少がんを支えている
取り組みについてご紹介いただき、希少がんの研究開発およびゲノム医療を推進す
る産学患共同プロジェクト「MASTER KEY プロジェクト」との連携と期待、それ
を支える国立がん研究センターの役割について考えてみたいと思います。

2026 希少がんセミナー！
  大阪国際がんセンター × 九州大学 × 国立がん研究センター

  高島 淳生 国立がん研究センター 中央病院 消化管内科 医長

  

Meet the Expert希 少 が ん

患者会の紹介
馬上 祐子 一般社団法人 日本希少がん患者会ネットワーク 副理事長

ディスカッション

 高島 淳生

工藤 敏啓 大阪国際がんセンター 腫瘍内科 部長

土橋 賢司 九州大学病院 血液・腫瘍・心血管内科 

肛門管扁平上皮がんは希少ながんですが、放射
線療法と抗がん剤の併用で高い治療効果が得ら
れます。近年は免疫チェックポイント阻害薬の
登場により、再発・転移例にも新たな治療の
選択肢が広がっています。

２０２６年 ６月 １２日（金）
１８時３０分（１８時開場）～１９時４５分
 事前お申し込み：６月１2日（金）まで どなたでも参加可 無料
 お申し込みは下記URLまたはQRコードよりお願いします。
https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_pWxvbTwlQzeIa_93eABsKA#/registration
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